








期待する
事業者の声

　赤城山で食事やお土産、ボートや釣具のレンタル、釣り券の販売などをしています。赤城の
魅力を市内外に広く発信するためには、、まずは市民や県民にその良さを知ってもらうことが
大切だと思います。赤城は四季折々の景色を楽しめるほか、山頂と市街地では10℃以上の気
温差があり、夏でも涼しいことも魅力の一つです。実際に訪れることで魅力に気づき、リピー
ターとなる人も多いため、一人ひとりが「宣伝部長」となって魅力を発信し、さらなる誘客につ
なげていきたいです。一方で、観光客の増加に伴うマナー対策等も必要であり、県・市とも連携
し、ルールづくりや環境整備を進めていくことも重要だと感じています。

有限会社しおばら バンディ塩原
代表取締役社長　塩原　弘隆 氏

　まえばしCITYエフエムを退社後、まちなかの馬場川通りに『喫茶マルカ』を開業し9年目に
なります。ラジオ局時代にさまざまな方と出会う中で「前橋は、人がおもしろい」と感じたこと
が、前橋にお店を構えるきっかけになりました。前橋テルサや再開発など、同じまちなかで商
売をする者として気になるところであり、止まっているものが少しでも早く動き出して、人の
流れをつくることが大切だと思います。個々のお店はそれぞれ頑張っているからこそ、まち全
体として決断することも必要だと感じています。また、赤城とまちなかは近いのに、まだつな
がりが薄いように感じます。赤城に来る方にも、ぜひまちなかに立ち寄ってほしいです。これ
からも細く長く、まちの喫茶店として続けていきたいと思います。

喫茶マルカ　店主　村井　美予 氏

　赤城山で宿泊業を営んでおりますが、宿泊客は県外や海外から訪れる方が多く、コロナ禍以
降、少しずつ客足も戻ってきていることから、まずは赤城の魅力を積極的に発信することが重
要だと思います。自然豊かな環境や季節ごとに変わる花など、赤城ならではの魅力を伝えなが
ら、「ほぼの駅 AKAGI」、「スノーピーク 赤城 キャンプフィールド」、「スノーピーク ランドス
テーション 赤城」など、地域の施設とも連携していきたいです。交通面では、土日祝日しか直
行バスが運行していないため、アクセスの改善を期待したいです。また、赤城の豊かな自然を
生かしながら、木々の繁茂などについても、必要な整備を進めてほしいです。

みやま山荘　田中　宏美 氏

広瀬川河畔でのイベントの様子赤城山「雲海 」覚満淵のシンボルツリー

082026.10



　日本商工会議所は、今年の6月に本意見書を取りまとめた。「第5次観光立国推進基本計画」（観光庁）の着実な推
進に向け、歴史や文化、自然、食などの豊富な地域資源をはじめとする、わが国の観光が有する質の高さを最大限に生
かし、観光が新たな付加価値を創出することで、観光需要による恩恵を地域経済の隅 ま々で波及させ、観光の基幹産業
化を通じて次世代への投資が自立的に循環する『強靭な観光づくり』に注力することを求める内容となっている。

　当所においても中期行動指針に「地域観光資源を活用した持続可能な地域づくり」を掲げており、「前橋市観光ビ
ジョン」の策定を機に、地域資源を活かした観光振興を通じて「稼ぐ力」の向上や地域経済の活性化を目指す。その
ためにも、あらゆる関係者と連携を図り、赤城山観光や都市型観光を基軸に、歴史や文化、食やエンターテインメン
トなど地域の「光」を再発見し、磨き上げ、発信していく、地域一体となった「稼ぐ」観光振興にチャレンジしていく。

～前橋商工会議所も観光ビジョンを共に推進します！～

　前橋市観光ビジョン策定委員の
一員として議論に参加する中で、前
橋には赤城山をはじめとする豊か
な自然、創造的な文化、多彩な食や
人の魅力があり、それらを結び付け
ることで大きな可能性が広がると改
めて実感しました。ビジョンで掲げる

「赤城の自然とクリエイティブの街が紡ぐスローリゾー
ト前橋」の実現に向けては、行政や観光関係者だけでな
く、市民や事業者が主役となり、それぞれの魅力を地域
全体の価値へと高めていくことが重要です。観光の「稼ぐ
力」を高めるためには、地域ならではの体験価値を磨き、
滞在時間の延長や消費機会の創出につながる魅力的な
コンテンツづくりと戦略的な情報発信が欠かせません。
JTBとしても、地域事業者の皆様とともに前橋ならではの
体験価値を磨き上げ、観光を地域経済の活性化につなげ
るパートナーとして伴走してまいります。

　前橋市観光ビジョンが掲げる「赤
城の自然とクリエイティブの街が紡
ぐスローリゾート前橋」に大いに期
待しております。特に、各コンテンツ
を一過性で終わらせず、継続的な
データ収 集と分 析によってブラッ
シュアップを繰り返す枠組みや、民
間事業者が挑戦しやすい環境を整えるとともに、次世代
の観光産業を担う人材の育成・発掘を行い、持続可能な
観光事業経営を目指している点を評価しております。前
橋観光の「稼ぐ力」を高めるためには、この強固な基盤と
人材の力を活かし、前橋市の魅力をさらに磨き上げるこ
とが不可欠です。行政や市民と一体となって魅力的な環
境を創り、地域経済の活性化を図っていくことを望んでお
ります。

前橋商工会議所 飲食観光部会 議員
株式会社 JTB群馬支店　支店長　三上　敬太 氏

前橋商工会議所 飲食観光部会 部会長
株式会社コシダカホールディングス

代表取締役社長　腰髙　博 氏

観光の「稼ぐ力」を高めるために必要なこと 前橋市観光ビジョンに期待すること

執筆協力：前橋市産業経済部観光政策課
本特集に関するお問合せ先：前橋商工会議所産業政策部　Tel.027-234-5100

現 状

〇観光需要の特定地域への偏在
〇人手不足、物価高騰による供給制約 等
※中東情勢による人流抑制、さらなる物価
高騰、資材の供給不足

※超円安による日本人海外旅行者数の低迷

目指すべき姿

〇地域の独自性・個性を活かした高付加価値化による
「稼ぐ力」の最大化（観光需要の地域への波及）
〇地域住民の郷土愛醸成
〇生産性向上と従業員の成長・定着促進

多くの地域で旺盛な観光需要を
享受できていない

観光の恩恵が浸透し、地域住民・事業者が
豊かさを実感できる環境

■成長型経済を牽引する「強靭な観光地域づくり」の推進に向けて　概要

日本商工会議所・意見書「成長型経済を牽引する『強靭な観光地域づくり』の
推進に向けて～激変する環境に対応し、官民連携で新たな付加価値創出を～」
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　今春に開業した「スノーピーク 赤城 キャンプフィールド」に続き、「スノーピーク ランドス
テーション 赤城」が９月 19 日（土）にオープンしました。施設では赤城山周辺の観光案内を
はじめ、地元の物産品やアウトドア用品を販売。併設するカフェ、コインシャワーも利用でき、
多様な滞在スタイルに対応します。豊かな自然に囲まれた赤城山にぜひお越しください！
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赤城山に新拠点！
新ビジターセンターオープン 

赤
城
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る
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光
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で

充
実
の
施
設

アウトドア用品も産直品も揃うスノーピーク直営店

観光案内コーナー及び休憩スペース
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TOPICSTOPICS
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　「スノーピーク ランドステーション 赤城」が、赤城山を訪れる新しいきっかけと
なり、たくさんの方に足を運んでいただける場所になることを期待しています。私
たちが運営するカフェでは、赤城山の自然を感じながら、ブランド豚「福豚」をはじ
め、地元の食材を生かしたメニューを楽しんで
いただきたいと思っています。登山やドライブ、
キャンプの途中に立ち寄ったり、カフェを目的
に赤城山を訪れたり。季節ごとに表情を変える
赤城山の景色とともに、ここで過ごす時間その
ものを楽しんでいただけるカフェを目指してい
きます。 

スノーピーク
ランドステーション 赤城

ヒュッテハヤシカフェ
店長　永井　玲香 氏

　9月19日（土）にグランドオープンした本施設は、たくさんの方に赤城山頂エリ
アを訪れていただくきっかけとなり、周遊の新たな玄関口となることを目指して
います。
　施設内のストアでは、スノーピークのアウトドアギアや限定商品、地元の産直品
を取り揃えています。カフェではブランド豚「福豚」や地元食材を活かしたメニュー
を提供しており、アクティビティ前後やリラックスタイムに最適です。
　地元の皆様と連携し、赤城山の豊かな自然環境を守りながら、地域活性化と持
続可能な観光を推進してまいります。さらに、四季折々のイベントなどを通じて、子
どもから大人まで誰もが「また来たい」と繰り返し足を運びたくなるような、魅力あ
る場所づくりを目指します。

スノーピーク
ランドステーション 赤城

店長　崎野　洸洋 氏

〒371-0101
前橋市富士見町赤城山33-1
詳細はHPをご覧ください。
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群馬中央バス株式会社群馬中央バス株式会社
安全第一・お客様第一・信用第一
そして心に残る旅をお約束

群馬中央バス株式会社
〒３７９－２１２１　前橋市小屋原町３８４－１

http://gunmachuobus.co.jp/
☎０２７－２６７－１３３１

１日４便
好評運行中

高速バス

全便指定席
乗り換えなしで便利

詳しくは、HPをご覧ください。

高速バスネットで簡単予約

前橋駒形

伊勢崎各地

バスタ新宿

東京駅



　「原材料高騰や価格転嫁の難しさなど、経営環境が激変する今、予期せぬ取引先の倒産は自社の死活問題
に直結しかねません。こうした厳しい状況下で、事業継続の「命綱」となるのが「経営セーフティ共済（中小
企業倒産防止共済）」です。万が一の資金繰り不安を解消する本制度の概要とともに、商工会議所のサポート
を通じて同共済を導入した、会員事業所のリアルな活用事例をご紹介します。

経営セーフティ共済とは
　国（中小機構）が運営する、中小企業のための共済制度です。取引先の倒産など、不測の事態で事業資金が
必要となった時に速やかに借入れができ、自社が黒字経営であっても、連鎖倒産や経営難に追い込まれるリスクか
ら会社を守ります。

経営セーフティ共済には、個人事業の事業主または、中小企業者等が加入できます※１。
❶無担保・無保証で最高 8,000 万円の貸付
取引先が倒産し売掛金等の回収が困難になった際、掛金総額の10倍（最高8,000 万円）か回収困難額のいずれか少な
い額まで、無利子・無担保で融資を受けられます。

❷業績に合わせて掛金を柔軟に変更可能
月額5千円〜20万円まで自由に設定でき、全額を損金または必要経費に算入可能※２です。業績に合わせていつでも増
減額できるため、無理なく手元のキャッシュを確保できます。

❸倒産時だけでなく、急な資金ニーズにも対応
40 か月以上の納付で解約手当金が全額支給されるため無駄がありません。その上、取引先の倒産がなくても、自社の急
な出費の際には低利の「一時貸付金」を受けられるなど、平時からの経営の備えとしても活用できます。
（解約手当金の一定範囲内での貸付となります※３）

※�１ 加入資格：個人事業の事業主とその共同経営者の方、また、小規模企業を経営している会社等の役員の方が加入できま
すが、加入には一定の条件があります。
※２ 掛金の税法上の取扱い：納付した掛金は全額「必要経費」や「損金」に算入可能です（前納は 1年分まで可能）。
　ただし、不動産所得等の対象外や、解約後 2年以内の再加入時など一部算入できない例外があります。
※�３ 一時貸付金制度：取引先事業者が倒産していなくても、共済契約者が臨時に事業資金を必要とする場合に利用できる制
度です。解約手当金の 95%を上限に借り入れることができます。

制度の詳細は、共済サポートをご確認ください。共済 navi：https://kyosai-web.smrj.go.jp/tkyosai/index.html

＜制度の特徴＞

取引先の『もしも』に備える!
経営セーフティ共済で安心経営
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株式会社 アジアトレーディング

小売商業部会 No.153

● 住　所　前橋市東金丸町 60-5
● T E L　027-212-5597
● F A X　027-212-5598
● U R L　https://asia-trading.co.jp/

よくある質問

どんな事業所が加入できるか

どこで手続きができるか

手続きに必要なものは

1年以上事業を行っている中小企業者（個人事業主・法人・組合）はご加入いただけます。
(資本金と従業員数に条件あり ※1)

商工会議所窓口で制度説明から申請までサポートをさせていただきます。お気軽にご相談下さい。
なお下記、中小機構の業務委託団体や代理店でもお手続きが可能です。

事業所様の条件によって異なります。まずはお気軽に会議所までご相談ください。
中小機構のHP(共済サポートnavi)でもご確認いただけます。

・委託団体例）商工会、商工会議所、中小企業団体中央会、中小企業の組合、損害保険ジャパン株式会社
・代理店例）取引のある金融機関 ※取扱の無い店舗もございますので事前の確認が必要です。
・「Gビズ IDプライム」のアカウントをお持ちの方は、手続きの一部をオンラインで行えます。

共
済
で『
揺
る
ぎ
な
い
備
え
と

心
の
安
心
』を
得
て
い
ま
す

代表取締役 /CEO　金井　桂 氏

活

例

用

事

【お問合せ先】 前橋商工会議所 経営支援部　Tel. 027-234-5111

13 2026.10

https://www.fmgunma.com

ＦＭ ＧＵＮＭＡアナウンスセミナー

月 2 回、6 か月で身につけるビジネスコミュ
ニケーション・スキル。
毎週通うのは…、平日はどうしても仕事が…、
専門性も大事だけれどまずは入り口から学び
たい…という方々におすすめです。

児童文学から純文学まで様々なジャンルの文学
作品を対象に、月 2 回 全 6 回完結でひとつの
作品に取り組みます。
様々な作家の表現力豊かな文章を、声に出して
読んでみましょう。

朗読講座

第2・第4土曜 16：00～17：30 第2・第4土曜 10：30～12：00

ビズコミュ・マスター講座

027-230-1915



専
門
家
の
引
き
出
し

鈴
木
貫
太
郎
を
知
ろ
う

連 載 企 画

第
10
回

教
育
者
と
し
て
の
鈴
木
貫
太
郎 

そ
の
２

執筆者

笹
ささがわ

川　知
と も き

樹

野田市市政推
進室学芸員。
1990年愛知県
名古屋市で生まれ、千葉県千葉
市で育つ。
2016年立正大学大学院文学研
究科史学専攻修士課程を修了。
同大学の大学史編纂室やキッ
コーマン国際食文化研究セン
ターを経て、2017年10月に野
田市入庁。教育委員会へ出向と
なり、文化財係に配属され、鈴
木貫太郎記念館のほか、文化財
の指定や民俗芸能なども担当。
2023年4月より、現在に至る。

工
藤
俊
作
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。50
期
生
、

51
期
生
の
同
窓
会
誌
に
は
、「
鈴
木
校
長
」

の
名
前
は
た
び
た
び
登
場
し
て
お
り
、
多

く
の
生
徒
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。ま
た
、49
期
生
は
「
人
格
形
成
に
大

き
な
影
響
を
受
け
た
」事
と
共
に
、
鉄
拳

制
裁
を
受
け
た
の
み
で
振
る
う
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
皮
肉
を
込
め
て
か
「
殴
ら
れ

損
」だ
っ
た
と
書
い
て
い
る
。生
徒
と
貫
太

郎
校
長
の
回
想
は
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い

る
が
、寺
崎
は
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）に

出
さ
れ
た
『
海
軍
兵
学
校
第
五
〇
期
級
会

回
想
録
』「
一
海
軍
兵
学
校
生
活
」の
中
で
、

貫
太
郎
校
長
の
こ
と
を
次
の
様
に
回
想
し

て
い
る
。

　
「
当
時
鈴
木
貫
太
郎
中
将
が
校
長
を
し

て
い
た
が
、上
級
生
一
号
生
の
鉄
拳
制
裁
は

猛
烈
を
極
め
て
い
た
。昔
、日
本
の
武
士
は

人
を
な
ぐ
る
よ
う
な
乱
暴
は
し
な
か
っ
た

の
で
あ
る
が
、こ
の
頃
の
陸
海
軍
に
は
鉄

拳
制
裁
が
流
行
し
て
い
た
。
こ
れ
は
「
ド

イ
ツ
」の
流
儀
が
入
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
。
小
生
な
ど
も
要
領
が
悪
く
イ
ン
サ
イ

ド
マ
ッ
チ
の
と
り
こ
み
を
忘
れ
た
り
階
段

の
上
り
降
り
が
悪
い
と
か
で
数
回
な
ぐ
ら

　

鈴
木
貫
太
郎
が
、
海
軍
の
中
で
も
教
育

に
関
す
る
職
を
歴
任
し
た
こ
と
は
前
号
で

も
述
べ
た
が
、
本
稿
で
は
海
軍
兵
学
校
長

時
代
の
貫
太
郎
に
つ
い
て
、鉄
拳
制
裁
の
禁

止
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

　

貫
太
郎
は
、大
正
７
年
（
１
９
１
８
）12

月
１
日
か
ら
大
正
９
年
11
月
30
日
ま
で
の

期
間
で
校
長
を
務
め
て
い
る
。
校
長
の
任

期
は
２
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
１
期
を
務

め
て
お
り
、こ
れ
は
歴
代
校
長
の
ほ
と
ん

ど
と
同
じ
で
あ
る
。
生
徒
と
し
て
は
48
期

生
か
ら
51
期
生
が
貫
太
郎
校
長
時
代
に
あ

た
る
。
最
も
長
く
過
ご
し
た
50
期
生
に
は

群
馬
県
出
身
の
寺
崎
隆
治
ら
が
お
り
、
51

期
生
で
は
ス
ラ
バ
ヤ
沖
海
戦
で
英
国
兵
を

大
量
に
救
助
し
た
駆
逐
艦
「
雷
」艦
長
の

海
軍
兵
学
校
長
と
し
て

海兵 50 期 関宿鈴木邸訪問寄せ書き

142026.10

人事・労務の専門家　信頼できるビジネスパートナー

社会保険労務士法人

【 〒371-0801  前橋市文京町2-9-19   TEL（027）260-8111  FAX（027）260-8122 】



ら
れ
る
。
訓
示
は
当
時
の
貫
太
郎
の
考
え

の
一
端
を
読
み
取
る
こ
と
が
き
る
た
め
、非

常
に
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
次
項
で
は

寺
崎
が
「
大
英
断
」と
評
し
た
鉄
拳
制
裁

の
禁
止
の
訓
示
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

そ
も
そ
も
海
軍
兵
学
校
で
鉄
拳
制
裁
が

い
つ
頃
始
ま
り
陋ろ
う

習し
ゅ
うと
し
て
受
け
継
が
れ

た
の
か
、
も
ち
ろ
ん
明
確
な
資
料
が
な
い

の
で
分
か
ら
な
い
。
あ
る
記
録
で
は
日
露

戦
争
の
頃
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
定
か
で

は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
鈴
木
貫
太
郎
校

長
の
時
代
に
は
歴
然
と
し
て
存
在
し
て
い

た
文
化
で
あ
る
。
学
校
側
も
こ
れ
を
野
放

し
に
し
た
の
で
は
な
く
、
表
面
上
は
禁
止

し
て
い
た
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
貫
太
郎
が

訓
示
で
「
従
来
ノ
生
徒
ハ
前
任
諸
校
長
ガ

鉄
拳
制
裁
ヲ
表
面
ニ
禁
止
シ
ナ
ガ
ラ
裏
面

ニ
黙
許
シ
タ
ル
如
ク
」と
こ
れ
ま
で
の
黙

認
と
は
異
な
る
姿
勢
で
あ
る
こ
と
を
明
言

し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
本
来
で
あ

れ
ば
、
訓
示
文
を
全
て
掲
載
し
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
４
，
０
０
０
字
以
上
の
た

め
、
要
点
を
解
説
す
る
に
留
め
た
い
。

　

ま
ず
、
貫
太
郎
は
鉄
拳
制
裁
に
つ
い
て

憲
法
や
法
令
な
ど
に
根
拠
が
無
い
事
を
示

れ
た
。
鈴
木
校
長
は
大
英
断
を
以
て
こ
の

伝
統
的
悪
習
慣
を
禁
ぜ
ら
れ
た
。
鈴
木
校

長
の
慈
愛
に
満
ち
た
温
顔
に
し
て
「
マ
ン
モ

ス
」の
如
き
巨
像
は
今
日
な
お
眼
前
に
彷

彿
と
し
て
い
る
」

　

鈴
木
貫
太
郎
が
生
徒
た
ち
に
説
い
た
訓

示
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い

る
。こ
れ
は
大
正
９
年
11
月
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
48
個
の
訓
示
が
活
字
と
さ
れ
て

お
り
、
表
紙
裏
に
は
「
鈴
木
校
長
の
査
閲

を
受
け
」と
あ
り
、
貫
太
郎
が
確
認
の
う

え
作
成
さ
れ
た
。ま
た
、装
丁
の
異
な
る
資

料
が
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
に
は
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
後
年
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
同
資
料
裏
表
紙
に
は
「
砲
術
教
官
林

義
昌
㊞
」と
あ
り
、兵
学
校
の
教
官
の
中
で

も
こ
の
訓
示
が
活
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え

鈴
木
海
軍
兵
学
校
長
訓
示
集 

鉄
拳
制
裁
の
禁
止

し
た
う
え
で
、
教
育
の
行
き
届
い
た
日
本

に
お
い
て
は
暴
力
で
は
な
く
見
識
で
相
手

を
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
武
士
道
を
大
和
魂
と
捉
え
、
武
士

の
み
で
な
く
日
本
人
が
基
本
的
に
持
つ
べ

き
道
徳
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。そ
の
中
で

は
、
上
の
者
は
愛
情
を
以
て
下
の
者
を
教

え
、
下
の
者
は
尊
敬
を
以
て
上
の
者
に
接

す
る
こ
と
が
大
和
魂
の
一
端
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
訓
示
の
最
後
に
生
徒
達
に

鉄
拳
制
裁
で
は
な
く
、
前
述
の
精
神
を
以

て
下
の
者
を
慈
し
み
徳
に
依
っ
て
指
導
す

る
様
に
伝
え
る
と
と
も
に
、鉄
拳
制
裁
へ
の

厳
罰
を
明
言
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
貫
太
郎
は
鉄
拳
制
裁
の
禁

止
を
慈
愛
の
精
神
の
み
で
訓
示
し
た
訳
で

は
な
い
。む
し
ろ
、そ
れ
は
教
育
の
手
法
と

し
て
容
易
な
暴
力
を
選
択
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
困
難
な
徳
を
持
っ
て
実
行
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。こ
れ
は
後
に
海
軍
軍
人

と
し
て
将
来
に
国
防
の
重
き
を
担
う
こ
と

と
な
る
兵
学
校
生
徒
に
厳
し
い
選
択
肢
を

突
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。こ
れ
は
、「
奉
公

十
則
」の
「
易
き
事
は
人
に
譲
り
難
き
事

は
自
ら
之
に
当
た
る
べ
し
」の
精
神
に
も
と

づ
き
訓
示
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

鈴木海軍兵学校長訓示集

15 2026.10

（前橋支店）☎ 027ー254ー2755

特約
新発売 !

生命医療共済（シニア選択緩和型）生命医療共済（シニア選択緩和型）

主契約

3,200 円

・新規加入は 55 歳～ 80歳

・85 歳まで継続保障

・ 入院、がん、がん先進医療、

死亡まで幅広く保障

シニアプラス
（特約）

3,200 円

・７日目以降の入院に

　1,500 円上乗せ給付

・60 日を超える長期入院に

　一時金をお支払い

詳細はコチラから
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あらゆる権利をお守りするために
「身近な法律家」として
いつも皆様のそばにいます

業務内容
土地・建物を購入されたとき
大切な方がお亡くなりなったとき
新しく会社や法人を設立したい…など
不動産登記、遺産の承継、会社法人登記について
お気軽にご相談ください

〒371-0026 群馬県前橋市大手町 2丁目18-7
Tel.027-210-6301 / Fax.027-210-6302

群

馬

銀

行

足

利

銀

行

み

ず

ほ

銀

行

横

浜

銀

行

り

そ

な

銀

行

第
四
北
越
銀
行

三
井
住
友
信
託
銀
行

三
井
住
友
銀
行

東

和

銀

行

栃

木

銀

行

大

光

銀

行

商
工
組
合
中
央
金
庫

し
の
の
め
信
用
金
庫

高
崎
信
用
金
庫

農
林
中
央
金
庫

ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫

桐
生
信
用
金
庫

前 橋 銀 行 会 深 井 彰 彦会　 長
一般社団法人群馬県銀行協会
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酷暑に備える、新しい暑熱対策「アイススラリー冷蔵庫」

〒371-0023　前橋市本町2-11-2　富士オートビル6Ｆ　TEL:027-220-5022（代）　 担当：安田

氷よりも飲みやすく、冷たい飲料よりも体を冷やせる

※外形寸法（幅×奥行×高さ）　495×598×770mm

アイススラリーとは、微細な氷と液体が混合した流動性のある氷

< 特長 >

体を中から冷やす“アイススラリー”

ペットボトル飲料
500mLを最大40本
280mLを最大55本収容

『すぐに飲める､水分補給もできる』
→取り出してすぐに飲用可能
『飲料を入れるだけのカンタン管理』
→15時間入れておくだけ。 
『様々な種類の飲料で作ることができる』
→スポーツドリンク以外の市販飲料でも可能


